
 防 衛 省 仕 様 書 改 正 票 Ｄ Ｓ Ｐ 
  

 

Ｓ １０５０D（１）  

 
 寝 台 架 制定 昭和 ４７年１１月２８日 

 改正 令和  ４年 ３月１１日 

（ＢＥＤＳＴＥＡＤ） 

   

 この改正票は，ＤＳＰ Ｓ １０５０Ｄ（寝台架）についてのものであり，ＤＳＰ Ｓ １０５０Ｄと併用 

される。 

 

   

 

2.7 製品の表示 中 

“例 ２００８年度” を 

“例 ２０２１年度” に 

“ｂ） 契約の相手方の名称又はその略号を記入する。” を 

“注ｂ） 契約の相手方の名称又はその略号を記入する。” に改める。 

 

4.2 外装の表示 中 

“例 ２００９年３月” を 

“例 ２０２２年３月” に改める。 

 

付図１を次のように改める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単位 ｍｍ 

 

１２ 脚 丸キャップ ＡＢＳ樹脂 ８ 成形品 

１１ ブラケットＨ 鋼板 t4.5 ４ JIS G 3131 の SPHC 

１０ 幕板 角形鋼管 60×30×t1.6 ２ JIS G 3466 の STKR400 

９ 横棒１ 角形鋼管 32×32×t1.6 １ JIS G 3466 の STKR400 

８ 横棒２ 鋼管 25.4×t1.2 ２ JIS G 3445 の STKM11A 又は STKM12A 

７ 組子 鋼管 15.9×t1.2 ３ JIS G 3445 の STKM11A 又は STKM12A 

６ 支柱 鋼管 50.8×t1.2 ４ JIS G 3445 の STKM11A 又は STKM12A 

５ 床枠 角キャップ ＡＢＳ樹脂 ４ 成形品 

４ ブラケットＦ 鋼板 t4.5 ４ JIS G 3131 の SPHC 

３ 中材 角形鋼管 40×20×t1.6 ５ JIS G 3466 の STKR400 

２ 床材 ワイヤフラットメッシュ 50×50×4.2 １ JIS G 3532 の SWM-B 

１ 側材 角形鋼管 60×30×t1.6 ２ JIS G 3466 の STKR400 

番号 品名 材料 数量 規格又は記事 

 図番 付図１ 名称 組 立 図 尺度 ― 

防       衛       省 
 

注記 寸法の許容差は，Ｈ（高さ），Ｌ（長さ），Ｗ（幅）及び床枠上面の床からの高さ±１．５ｍｍ組立外側寸法を示す。 

その他の組立寸法の許容差は，±１ｍｍとする。ただし，２段ベッドとして容易に組立可能なこと。 
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 防 衛 省 仕 様 書  Ｄ Ｓ Ｐ 

    Ｓ  １ ０ ５ ０ Ｄ 
  寝  台  架  制定 昭和４７．１１．２８ 

改正 平成２０．１２．２４ 

  （ＢＥＤＳＴＥＡＤ）  

   

1 総則 

1.1 適用範囲 

この仕様書は，寝台架について規定する。 

1.2  製品の呼び方  

製品の呼び方は，表１による。 

表１－製品の呼び方 

製品の呼び方 物品番号 

寝台架，７形 ７１０５－１６１－９５８０－５ 

1.3 引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成すものであり，入札書又

は見積書の提出時における最新版とする。 

ＪＩＳ Ｇ ３１０１ 一般構造用圧延鋼材 

ＪＩＳ Ｇ ３１３１ 熱間圧延軟鋼板及び鋼帯 

ＪＩＳ Ｇ ３４４５ 機械構造用炭素鋼鋼管 

ＪＩＳ Ｇ ３４６６ 一般構造用角形鋼管 

ＪＩＳ Ｇ ３５３２ 鉄線 

ＪＩＳ Ｈ ４１６０ アルミニウム及びアルミニウム合金はく 

ＪＩＳ Ｓ １１０２ 住宅用普通ベッド 

ＪＩＳ Ｓ １１０４ 二段ベッド 

ＪＩＳ Ｚ ８７２１ 色の表示方法－三属性による表示 

ＮＤＳ Ｚ ８０１１ 角形銘板 

 

2  製品に関する要求 

2.1 構成 

 構成は，表２のとおりとし，調達の都度調達要領指定書によって指定する。 

表２－構成 

区分 物品番号 数量 

床板（メッシュ式床材） ７１０５－１６１－９５７６－５ １ 

脚（組子付き） ７１０５－１６１－９５７７－５ １ 

脚（組子無し） ７１０５－１６１－９５７８－５ １ 

2.2 材料・形状・寸法 

 材料，形状及び寸法は，付図１～３による。 

2.3 構造・加工 

 構造及び加工は，次による。

 



２ 

Ｓ １０５０Ｄ 

a) 寝台架は，十分な強度と安定性をもち，床枠と脚がブラケットによって容易に組み立てることができるものとし，一段式又は， 

 二段式として使用することができるものとする。 

b) 溶接部の溶接は確実に行い，見えがかり部分における接合面は滑らかに仕上げるものとする。 

2.4 外観 

 外観は，組み立て状態が良好で，有害なひび，割れ，ゆがみ，色むら等がないものとする。 

2.5 塗装 

 塗装は，次による。 

a) 塗装を行う素地は，油脂等の汚れを完全に除去するものとする。 

b) 塗装は，パウダー（エポキシ若しくはポリエステル又は同等以上のもの）を使用し粉体塗装（又は同等以上のもの）するもの 

とする。 

c) 色は，ＪＩＳ Ｚ ８７２１の茶色（４ＹＲ３／４又は１０ＹＲ５．５／２．５）又は，アイボリー（１Ｙ７．８／２）を標準とし，5  

の承認による。色の種類は，調達要領指定書により指定する。 

2.6 性能 

 性能は，表３による。 

表３－性能 

項目 規定 試験方法 

垂直荷重      ベッド本体 ＪＩＳ Ｓ １１０４の表１による。 ＪＩＳ Ｓ １１０４による。 

水平荷重 ベッド本体 

 横棒１ 

 横棒２ 

組子 

塗膜密着性 ＪＩＳ Ｓ １１０２の表１による。 

 

ＪＩＳ Ｓ １１０２の金属部塗膜密着

試験による。 防せい 

注記 垂直荷重及び水平荷重の両試験はＪＩＳ Ｇ ３１０１の規定する連結棒４本（φ１０ｍｍ×１１０ｍｍ，ユニクロ 

めっき付き）を丸キャップに差し込み二段ベッドとして実施する。 

2.7 製品の表示 

 製品の表示は，図１に示す銘板を付図２に示す位置に堅固に接着するものとする。 

単位 ｍｍ 

防    衛    省   

品   名 寝台架，７形  

物品番号 ７１０５－１６１－９５８０－５  

納入年度 ａ） 

契 約 者 ｂ）  

   

 
             注記１ 材質は，ＪＩＳ Ｈ ４１６０のＡ１Ｎ３０Ｈ－Ｈ１８とし， 

                 加工方法は，写真焼付法又は印刷法による。 

             注記２ 用字及び書体は，ＮＤＳ Ｚ ８０１１による。 

             注記３ 寸法は，標準を示す。 

             注ａ） 納入年度を示す。 

                 例 ２００８年度 

              ｂ)  契約の相手方の名称又はその略号を記入する。 

図１-銘板
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４
０  

２５ 
６３ 



３ 

Ｓ １０５０Ｄ 

 

3 品質保証 

 検査は，表４に定めるほか，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領による。 

表４－検査 

項目 規定 検査方法 

性能 2.6 による。 

 

4 出荷条件 

4.1 包装 

包装は，商慣習による。 

4.2 外装の表示 

外装の表示は，次による。 

a) 品名（製品の呼び方） 寝台架，７形 

b) 製品の色 

例 アイボリー 

c) 納入年月 

   例 ２００９年３月 

d) 契約の相手方の名称又はその略号 

 

5 承認用見本 

 契約の相手方は，製造に先立ち承認用図面及び色見本（２０ｍｍ×５０ｍｍの金属板に塗装を施したもの）を契約担当官等に

提出し，承認を得なければならない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
原案作成部課等名 ： 陸上自衛隊 補給統制本部需品部 



  

１２ 脚 丸キャップ ＡＢＳ樹脂 ８ 成形品 

１１ ブラケットＨ 鋼板 ｔ４．５ ４ ＪＩＳ Ｇ ３１３１ 

１０ 幕板 角形鋼管６０×３０×ｔ１．６ ２ ＪＩＳ Ｇ ３４６６ 

９ 横棒１ 角形鋼管３２×３２×ｔ１．６ １ ＪＩＳ Ｇ ３４６６ 

８ 横棒２ 鋼管２５．４×ｔ１．２ ２ ＪＩＳ Ｇ ３４４５ 

７ 組子 鋼管１５．９×ｔ１．２ ３ ＪＩＳ Ｇ ３４４５ 

６ 支柱 鋼管５０．８×ｔ１．２ ４ ＪＩＳ Ｇ ３４４５ 

５ 床枠 角キャップ ＡＢＳ樹脂 ４ 成形品 

４ ブラケットＦ 鋼板 ｔ４．５ ４ ＪＩＳ Ｇ ３１３１ 

３ 中材 角形鋼管４０×２０×ｔ１．６ ５ ＪＩＳ Ｇ ３４６６ 

２ 床材 ワイヤフラットメッシュ５０×５０×４．２ １ ＪＩＳ Ｇ ３５３２ 

１ 側材 角形鋼管６０×３０×ｔ１．６ ２ ＪＩＳ Ｇ ３４６６ 

番号 品     名 材     質 数 量 規 格 又 は 記 事 

 図番 付図１ 名称 組   立   図 尺度 ― 

防       衛       省 
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注記 寸法の許容差は，Ｈ（高さ），Ｌ（長さ），Ｗ（幅）及び床枠上面の床からの高さ±１．５ｍｍ組立外測寸法を示 

す。その他の組立寸法の許容差は，±１ｍｍとする。ただし，２段ベッドとして容易に組立可能なこと。 
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単位 ｍｍ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図番 付図２  名称 各 部 詳 細 図 尺度 ― 
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単位 ｍｍ 
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⑧横棒２ 

①側材 

⑨横棒１ 
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⑦組子 
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６． 

Ｓ １０５０Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              線径            φ4.2±0.1 

              全長      縦     1 904±2 

                       横      854±2 

              網目（正方形）芯々 50×50±0.5 ただし，全長交差を優先とする。 

図番 付図３  名称 床 板 （メッシュ式） 尺度 ― 

防       衛       省 

単位 ｍｍ 

5.1 以下 

交差部全高 
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交差部拡大図 


